








要約:久留米市では小児の救急患者や 2 次医療を要する急性疾患の大半は聖マリア病院に

来院しており,当院の小児事故症例を分析することが同地区の小児事故の実態をある程度

反映すると考えられた。当院の小児事故症例は年間 3,177 例で,内,約半数が家庭内事故で

あったことより,家族に十分な安全教育を行えば小児事故の半数は防止可能であると考え

られた。特に,年齢では 4歳未満が半数(49％)であり,乳幼児健診時の母親教育は防止に有

用と思われる。


